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(57)【要約】
【課題】スタンドネックとスタンドベースの組立作業が
極めて簡便であり、一度組立てれば簡単に分離する心配
が殆どなく、部品数増加によるコストアップの心配も全
くない、二分割型の支持スタンドを提供することにある
。
【解決手段】電子機器（ＴＶ）に取付けられるスタンド
ネック１の下端に台部１ｄを形成してその側面に係合爪
１ｅを有するフック片１ｆを複数形成し、スタンドベー
ス２に凹部２ａを形成してその側面にリブ形状の被係合
片２ｅを複数形成し、スタンドネックの台部１ｄをスタ
ンドベースの凹部２ａに上方から嵌め込んでフック片１
ｆの係合爪１ｅを被係合片２ｅに下方から係合させる構
成の支持スタンドＳ１とする。係合爪１ｅが被係合片２
ｅから外れる方向に外力が作用しても、リブ形状の被係
合片２ｅが外力の方向に弾性湾曲変形しながら係合爪１
ｅについていくので、係合爪が被係合片から簡単に外れ
る心配はなくなる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器に取付けられるスタンドネックと、このスタンドネックが嵌着固定されるスタ
ンドベースとからなる二分割型の支持スタンドであって、
　上記スタンドネックの下端に台部を形成して、この台部の側面に係合爪を有する下向き
のフック片を複数形成する一方、上記スタンドベースに上記台部を嵌め込む凹部を形成し
て、この凹部の側面に下向きのリブ形状の被係合片を複数形成し、上記スタンドネックの
台部を上記スタンドベースの凹部に上方から嵌め込んで、上記フック片の係合爪を上記被
係合片に下方から係合させるようにしたことを特徴とする支持スタンド。
【請求項２】
　上記被係合片を上記スタンドベースの凹部の内側へ少し傾斜させて下向きに形成したこ
とを特徴とする請求項１に記載の支持スタンド。
【請求項３】
　上記被係合片が、上記スタンドベースの凹部の側壁に一対の縦方向の切溝を設けて切溝
相互間の側壁部分をリブ形状の片となし、且つ、そのリブ形状の片の厚さを側壁の厚さよ
り薄くしたものであることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の支持スタンド。
【請求項４】
　上記フック片の係合爪の上面を、係合爪の先端に近づくほど上側に傾斜する傾斜上面と
なし、上記被係合片の下端面を、上記係合爪の傾斜上面に対応して傾斜する傾斜下端面と
したことを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の支持スタンド。
【請求項５】
　上記フック片の係合爪の上面に、上記被係合片の下端が嵌まり込む凹溝部を形成したこ
とを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の支持スタンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶テレビやパソコンの薄型ディスプレイなどの電子機器に取付けられる支
持スタンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶テレビには、合成樹脂でスタンドネック部とスタンドベース部を一体に成形
した支持スタンドを取付けるのが一般的であった。しかしながら、スタンドネック部とス
タンドベース部を一体に成形した支持スタンドは嵩が高く、梱包サイズが大きくなるため
、梱包、輸送、保管などの点で不利になるという問題があった。
【０００３】
　そこで、支持スタンドをスタンドネックとスタンドベースの二部品に分割して梱包サイ
ズを縮小し、ユーザーの方で支持スタンドの組立てをしてもらうことにしたが、このよう
にユーザーが組立てる場合は、組立作業を簡便に行うことができるように、かつ、スタン
ドネックとスタンドベースが簡単に分離しないように、両者の結合手段を工夫する必要が
ある。
【０００４】
　ところで、組立て時に薄型ディスプレイを台座に簡便かつ強固に固定する結合構造とし
て、薄型ディスプレイの支えの底端を台座の置座に収容し、台座の固定片と支えの固定板
に設けたフック穴を嵌合して固定すると共に、置座側に設けたスライド溝に口部からピン
チを嵌合し、ピンチのプッシュボタンと底板部の間の隙間に突起部を有する弾性フックを
嵌合してスライド可能にし、ピンチが置座方向にスライドする「しめる」の位置でピンチ
の底板部と背部が支え底端と固定板との間に進入して支えを固定し、置座から後退する「
あける」の位置で固定板を開放して、支えを台座から外すことができる結合構造が既に提
案されている（特許文献１）。
【０００５】
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　また、スタンド部材を筐体に容易に、かつ、強固に取付けることが可能な液晶テレビと
して、筐体と、筐体の外面側に取付けられたスタンド部材と、筐体の内面側に配置された
金属板からなる保持部材とを備え、筐体の内面側にはフック部が一体的に設けられると共
に、保持部材にはフック係合部が設けられており、このフック係合部が上記フック部に係
合して保持部材が筐体に保持されるようにした液晶テレビが提案されている（特許文献２
）。
【特許文献１】実用新案登録台３０７２３８０号公報
【特許文献２】特開２００６－１７３８４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１の結合構造は、薄型ディスプレイの支えを台座に強固に固定でき、台座
から支えを取り外すこともできるが、結合構造が複雑なことに加えて、別途、ピンチを使
用する必要があるため、部品数が増えてコスト高となり、組立（結合）作業性もあまり良
くないという問題がある。
【０００７】
　また、上記特許文献２の液晶テレビは、保持部材を用いてスタンド部材を筐体に強固に
取付けることができるように取付構造を改善したものであるが、このような取付構造は、
二分割された支持スタンドのスタンドネックとスタンドベースの結合手段として採用し難
く、また、保持部材を用いるので部品数の増加によりコストアップを招くという問題もあ
る。
【０００８】
　本発明は上記事情の下になされたもので、その解決しようとする課題は、スタンドネッ
クとスタンドベースの組立（結合）作業が極めて簡便であり、一度組立てれば簡単に分離
する心配が殆どなく、部品数増加によるコストアップの心配も全くない、二分割型の支持
スタンドを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明に係る支持スタンドは、電子機器に取付けられるスタ
ンドネックと、このスタンドネックが嵌着固定されるスタンドベースとから成る二分割型
の支持スタンドであって、上記スタンドネックの下端に台部を形成して、この台部の側面
に係合爪を有する下向きのフック片を複数形成する一方、上記スタンドベースに上記台部
を嵌め込む凹部を形成して、この凹部の側面に下向きのリブ形状の被係合片を複数形成し
、上記スタンドネックの台部を上記スタンドベースの凹部に上方から嵌め込んで、上記フ
ック片の係合爪を上記被係合片に下方から係合させるようにしたことを特徴とするもので
ある。
【００１０】
　本発明の支持スタンドにおいては、上記被係合片をスタンドベースの凹部の内側へ少し
傾斜させて下向きに形成することが好ましい。そして、この被係合片は、スタンドベース
の凹部の側壁に一対の縦方向の切溝を設けて切溝相互間の側壁部分をリブ形状の片となし
、且つ、そのリブ形状の片の厚さを側壁の厚さより薄くしたものであることが好ましい。
【００１１】
　更に、本発明の支持スタンドにおいては、上記フック片の係合爪の上面を、係合爪の先
端に近づくほど上側に傾斜する傾斜上面となし、上記被係合片の下端面を、係合爪の傾斜
上面に対応して傾斜する傾斜下端面とすることが好ましく、また、上記フック片の係合爪
の上面に、上記被係合片の下端が嵌まり込む凹溝部を形成することも好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の二分割型の支持スタンドは、そのスタンドネックが電子機器に取付けられ、ス
タンドベースが分離されて電子機器と一緒に梱包されるので、従来の一体型の支持スタン
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ドを取付けた電子機器を梱包する場合に比べて、梱包サイズを縮小することができる。そ
して、スタンドネックの台部をスタンドベースの凹部に上方から嵌め込むと、台部の側面
に形成されたフック片の係合爪が、スタンドベースの凹部の側面に形成されたリブ形状の
被係合片に下方から係合して、スタンドネックとスタンドベースが分離しないように一体
に結合されるので、組立作業が極めて簡単であり、ユーザー側で確実に組立てることがで
きる。しかも、組立には他の部品が一切不要であるため、部品数増加によるコストアップ
を招くことも全くない。このように支持スタンドを組立てると、フック片の係合爪が被係
合片から外れる方向に外力が作用した場合でも、リブ形状の被係合片がその外力の方向に
少し弾性湾曲変形しながらフック片の係合爪についていくので、係合爪が被係合片から簡
単に外れる心配はなくなる。このような作用効果は、スタンドベースの凹部の弾性湾曲変
形し難い側壁にフック片の係合爪を下方から係合させるように構成しても、得ることはで
きない。
【００１３】
　特に、リブ形状の被係合片がスタンドベースの凹部の内側へ少し傾斜して下向きに形成
されていると、被係合片が傾斜する凹部の内側方向と、フック片の係合爪が外れる方向と
が同じ方向であるため、係合爪が外れる方向に外力が作用したときに、被係合片が係合爪
に更に追従しやすくなって、係合爪が更に外れ難くなる。そして、被係合片が、スタンド
ベースの凹部の側壁に一対の縦方向の切溝を設けて切溝相互間の側壁部分をリブ形状の片
となし、且つ、そのリブ形状の片の厚さを側壁の厚さより薄くしたものであると、外力が
作用したときに薄い被係合片が係合爪に追従してより一層湾曲変形しやすくなるため、係
合爪が被係合片からより一層外れ難くなる。
【００１４】
　更に、フック片の係合爪の上面を、係合爪の先端に近づくほど上側に傾斜する傾斜上面
となし、上記被係合片の下端面を、係合爪の傾斜上面に対応して傾斜する傾斜下端面とし
たものは、係合爪が外れる方向に外力が作用しても、係合爪が被係合片から外れないよう
に係合爪の傾斜上面と被係合片の傾斜下端面が互いに係合しているので、係合爪が外れる
可能性は極めて低い。また、フック片の係合爪の上面に、被係合片の下端が嵌まり込む凹
溝部を形成したものは、係合爪が外れる方向に外力が作用しても、係合爪が被係合片から
外れないように被係合片の下端が係合爪の凹溝部に嵌まり込んでいるので、係合爪が外れ
る可能性は極めて低い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の具体的な実施形態を詳述する。
【００１６】
　図１は本発明の一実施形態に係る支持スタンドを取付けた液晶テレビの側面図、図２は
同支持スタンドの断面図、図３は同支持スタンドの分解断面図、図４は同支持スタンドの
分解斜視図、図５は同支持スタンドの作用説明図である。
【００１７】
　この支持スタンドＳ１は、図１に示すように液晶テレビＴＶを支持するものであって、
図２～図４に示すように、スタンドネック１とスタンドベース２の二部品からなる二分割
型の支持スタンドである。スタンドネック１とスタンドベース２はいずれも合成樹脂で射
出成形された成形品であり、スタンドネック１は取付金具（不図示）を介して液晶テレビ
ＴＶのリアキャビネット３にネジ（不図示）で取付けられている。
【００１８】
　このスタンドネック１は下端が開口する中空体となっており、その上部前面側には段部
１ａが形成されている。そして、この段部１ａに上記の取付金具（不図示）が当てがわれ
、ネジ（不図示）で固定されるようになっている。このスタンドネック１の内部には、後
述するスタンドベース２の凸部２ｄが挿入される下部空間１ｂを除いて、補強用の仕切壁
１ｃが形成されている。
【００１９】
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　このスタンドネック１の下端には、略楕円形の平面形状を有する台部１ｄが形成されて
おり、その裏面側には補強用の仕切壁１ｉが形成されている。この台部１ｄは、スタンド
ネック１とスタンドベース２の前後関係を誤って組立てることがないように、台部１ｄの
前縁の曲率半径が後縁の曲率半径よりも大きく設定されており、それに対応して、スタン
ドベース２の後述する凹部２ａ前縁の曲率半径も後縁の曲率半径より大きく設定されてい
る。
【００２０】
　この台部１ｄの前縁中央部及び後縁中央部の側面には、係合爪１ｅを有する下向きの２
つのフック片１ｆ，１fが形成されている。このフック片１ｆは、図４に示すように、台
部１ｄの周囲の側壁１ｇに一対の縦方向の切溝１ｈ，１ｈを設けて、切溝相互間の側壁部
分を独立した下向きのリブ形状の片となし、このリブ形状の片の下部外面に断面が直角三
角形の係合爪１ｅを形成すると共に、このリブ形状の片の内面側の肉をぬすんでその厚さ
を側壁１ｇの厚さの半分程度にして比較的容易に弾性湾曲変形できるようにしたものであ
る。
【００２１】
　スタンドベース２はスタンドネック１の台部１ｄより遥かに大きい略楕円形の平面形状
を有するものであって、その中央部にはスタンドネック１の台部１ｄを嵌め込む略楕円形
の凹部２ａが形成されている。そして、スタンドベース２の天板２ｂは、スタンドベース
２の周縁部から凹部２ａの上端開口縁に向かってゆるやかに凸湾曲しながら隆起しており
、この天板２ｂの裏面には補強用の仕切壁２ｃが形成されている。
【００２２】
　前述したように、略楕円形の凹部２ａは、スタンドネック１の台部１ｄに対応して、前
縁の曲率半径が後縁の曲率半径よりも大きく設定されており、スタンドネック１とスタン
ドベース２の前後関係を誤って組立てることがないようにされている。そして、この凹部
２ａの内側には、下端が開口した略直方体形状の中空の凸部２ｄが形成されており、この
凸部２ｄは、スタンドネック１の台部１ｄを上方から凹部２ａに嵌め込む際に相対的にス
タンドネック１の下部空間１ｂに下方から挿入されるため、スタンドネック１とスタンド
ベース２をガタツキなく嵌着できるようになっている。
【００２３】
　スタンドベース２の凹部２ａの前縁中央部及び後縁中央部の側面には、スタンドネック
１の前記フック片１ｆ，１ｆに対応して、下向きのリブ形状の２つの被係合片２ｅ，２ｅ
が形成されており、これらの被係合片２ｅ，２ｅが形成された部分の凹部２ａの底板には
、フック片１ｆの係合爪１ｅを通す切欠部２ｈ，２ｈが形成されている。この被係合片２
ｅは、図４に示すように、凹部２ａの周囲の側壁２ｆに一対の縦方向の切溝２ｇ，２ｇを
設けて、切溝相互間の側壁部分を独立した下向きのリブ形状の片となし、このリブ形状の
片の外面側の肉をぬすんでその厚さを側壁２ｆの厚さの半分程度にして比較的容易に弾性
湾曲変形できるようにしたものである。凹部２ａの側壁２ｆは、その下端が凹部２ａの内
側へ入り込むように内側へ少し傾斜しているため、上記のように形成された被係合片２ｅ
は、凹部２ａの内側へ少し傾斜した下向きのリブ形状の被係合片となっている。
【００２４】
　以上のような二分割型の支持スタンドＳ１は、スタンドネック１が液晶テレビＴＶのリ
アキャビネット３に取付けられ、スタンドベース２がスタンドネック１から分離されて、
液晶テレビＴＶと一緒に梱包される。従って、従来の一体型の支持スタンドを取付けた液
晶テレビを梱包する場合のように一体型の支持スタンドが嵩張ることがないので、梱包サ
イズを縮小することができる。
【００２５】
　そして、スタンドネック１の台部１ｄをスタンドベース２の凹部２ａに上方から嵌め込
むと、台部１ｄの側面に形成されたフック片１ｆ，１ｆと凹部２ａの側面に形成されたリ
ブ形状の被係合片２ｅ，２ｅが互いに離反する方向に比較的容易に弾性湾曲変形し、フッ
ク片１ｆ，１ｆの係合爪１ｅ，１ｅが、スタンドベース２の凹部２ａの底板に形成された
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切欠部２ｈ，２ｈを通過して被係合片２ｅ，２ｅに下方から係合し、スタンドネック１と
スタンドベース２が分離しないように一体に結合されるので、支持スタンドＳ１の組立作
業が極めて簡単であり、ユーザー側で確実に組立てることができる。しかも、組立には他
の部品が一切不要であるから、部品数増加によるコストアップを招くことも全くない。
【００２６】
　上記のように支持スタンドＳ１を組立てると、図５に示すように、フック片１ｆの係合
爪１ｅが被係合片２ｅから外れる方向（凹部２ａの内側方向）に外力Ｆが作用した場合で
も、厚さを小さくしたリブ形状の被係合片１ｆが、仮想線で示すように、外力Ｆの方向に
比較的容易に弾性湾曲変形しながらフック片１ｆの係合爪１ｅについていくので、係合爪
１ｅが被係合片２ｅから簡単に外れることは殆どない。特に、この実施形態における被係
合片２ｅは、凹部２ａの内側へ少し傾斜して下向きに形成されており、外力Ｆが作用した
ときに被係合片２ｅが係合爪１ｅに一層追従しやすくなっているので、係合爪１ｅが外れ
る可能性は更に低くなる。
【００２７】
　尚、上記実施形態の支持スタンドＳ１では、フック片１ｆと被係合片２ｅをそれぞれ２
つずつ形成しているが、３つずつ又はそれ以上形成しても勿論よい。
　また、上記実施形態では、支持スタンドＳ１を液晶テレビＴＶに取付けているが、液晶
テレビ以外の電子機器、例えばパソコンの薄型ディスプレイ等に取付けてもよいことは言
うまでもない。
【００２８】
　図６は本発明の他の実施形態に係る支持スタンドを示すもので、（ａ）はその要部分解
断面図、（ｂ）はその要部断面図である。
【００２９】
　この二分割型の支持スタンドＳ２は、フック片１ｆの係合爪１ｅの上面を、係合爪１ｅ
の先端に近づくほど上側に傾斜する傾斜上面１ｊに形成すると共に、被係合片２ｅの下端
面を、係合爪１ｅの傾斜上面１ｊに対応して傾斜する傾斜下端面２ｉに形成したものであ
る。このような支持スタンドＳ２は、係合爪１ｅが被係合片２ｅから外れる方向に外力が
作用しても、図６の（ｂ）に示すように、係合爪１ｅの傾斜上面１ｊが被係合片２ｅの傾
斜下端面２ｉに対して外力の作用する方向に係合しているので、係合爪１ｆが被係合片２
ｅから外れる可能性は極めて低い。
【００３０】
　係合爪１ｅの傾斜上面１ｊと被係合片２ｅの傾斜下端面２ｉの傾斜角は特に制限されな
いが、１０°～３０°程度に設定するのが適当である。傾斜角が１０°より小さくなると
、係合爪１ｅの外れ防効果が低下し、傾斜角が３０°より大きくなると、係合爪１ｅを被
係合片２ｅに係合させ辛くなるので、いずれも好ましくない。
【００３１】
　この支持スタンドＳ２の他の構成は、前述した支持スタンドＳ１と同様であるので、説
明を省略する。
【００３２】
　図７は本発明の更に他の実施形態に係る支持スタンドを示すもので、（ａ）はその要部
分解断面図、（ｂ）はその要部断面図である。
【００３３】
　この支持スタンドＳ３は、フック片１ｆの係合爪１ｅの上面に、被係合片２ｅの下端が
嵌まり込む凹溝部１ｋを形成し、この凹溝１ｋに被係合片２ｅの下端を嵌め込んだ状態で
係合爪１ｅと被係合片２ｅを係合させたものである。このようにすると、係合爪１ｅが被
係合片２ｅから外れる方向に外力が作用しても、図７の（ｂ）に示すように、凹溝１ｋの
側面が被係合片２ｅの下端部外面に対して外力の作用する方向に係合しているので、係合
爪１ｆと被係合片２ｅが外れる可能性は極めて低い。
【００３４】
　凹溝１ｋの深さは特に制限されないが、０．１ｍｍ～０．５ｍｍ程度の深さとするのが
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適当である。０．１ｍｍより浅くなると、係合爪１ｅの外れ防効果が低下し、０．５ｍｍ
より深くなると、係合爪１ｅを上下方向にガタツキなく被係合片２ｅに係合させ辛くなる
ので、いずれも好ましくない。
【００３５】
　この支持スタンドＳ３の他の構成は、前述した支持スタンドＳ１と同様であるので、説
明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態に係る支持スタンドを取付けた液晶テレビの側面図である。
【図２】同支持スタンドの断面図である。
【図３】同支持スタンドの分解断面図である。
【図４】同支持スタンドの分解斜視図である。
【図５】同支持スタンドの作用説明図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る支持スタンドを示すもので、（ａ）はその要部分解
断面図、（ｂ）はその要部断面図である。
【図７】本発明の更に他の実施形態に係る支持スタンドを示すもので、（ａ）はその要部
分解断面図、（ｂ）はその要部断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　　スタンドネック
　１ｄ　台部
　１ｅ　係合爪
　１ｆ　フック片
　１ｊ　係合爪の傾斜上面
　１ｋ　凹溝
　２　　スタンドベース
　２ａ　凹部
　２ｅ　リブ形状の被係合片
　２ｆ　凹部の側壁
　２ｇ　切溝
　２ｉ　被係合片の傾斜下端面
　ＴＶ　液晶テレビ
　Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３　支持スタンド
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